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連結子会社の事業縮小（GPU サーバー販売）に関するお知らせ 

 

当社は、2026 年２月 13 日開催の取締役会において、当社の連結子会社である株式会社 AI 

Tech Solutions（以下、「同子会社」といいます）の事業縮小について決議いたしましたので、

下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

 

１．事業縮小の理由 

同子会社は、2024 年２月に当社の連結子会社として設立されて以来、AI を活用した事業効率

化ツールの開発及び AI 開発支援向け GPU サーバーの販売及び販売代理（以下、「GPU サーバー

販売」といいます。）を営んでまいりました。 

設立当初におきましては主に AI を活用した事業効率化ツールの開発を進めておりましたが、

近年の世界的な生成 AI の利用の拡大に伴うデータ計算能力需要の増加を事業拡大の機会である

と考え、2024 年第４四半期より GPU サーバー販売を開始いたしました。2024 年第４四半期から

2025 年第２四半期にかけて GPU サーバーの販売促進策が功を奏し、多額の受注を複数獲得する

ことができたことにより、当社グループの収益拡大に一定程度寄与したものの、複数の同業他

社による GPU サーバー販売市場への参入に伴い、当該市場の競争環境は同子会社にとって非常

に厳しい状況に変わってまいりました。また将来的にも、為替変動リスクや世界的な半導体の

需給逼迫などの市場環境の変化に伴うリスクが見込まれる中、従前と同水準の利益率の確保が

困難と見込まれ、GPU サーバー購入のための多額の投資に見合った利益の確保が困難であるも

のと想定しております。 

このような環境の中、販売体制の再構築を検討したものの、2025 年第３四半期から新規受注

が大きく減少し、同年第４四半期においては新規受注がゼロ件という結果となりました。ま

た、GPU サーバーの仕入先の変更などのコスト削減も検討したものの、従前の利益率確保の目

途は今後も困難であります。 

このような状況から、GPU サーバー販売市場の事業環境と今後の事業戦略について検討した

結果、新規の顧客開拓、受注は、一定の利益水準を確保することが見込まれる案件を除いて

は、一時中断することを決定いたしました。 

 



２．縮小する事業の概要 

 GPU サーバー販売の新規の顧客開拓、受注を縮小いたします。 

 

３．今後の見通し 

 本件による 2025 年 12 月期連結業績への影響はございません。なお、2026 年 12 月期連結業

績に与える影響につきましては、本日付「2025 年 12月期決算短信[日本基準]（連結）」にて公

表した 2026 年 12 月期の連結業績予想に含めております。 

     以上 


